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下記により大学院特別講義を行いますので、多数ご来聴下さい。 

 
記 
 

１．講 師 東京歯科大学 名誉教授 下野 正基 先生 

２．演 題 Revascularization の可能性 

３．日 時 平成３０年２月１日（木）１７時００分～２０時００分 

４．場 所 ７号館（歯学部校舎棟）５F 保存矯正示説室 

５．要 旨 
 Revascularization は、歯髄壊死を伴った根未完成歯に血管再生と硬

組織形成を起こさせる処置である。Revascularization が根未完成歯の

みならず、感染根管を有する根完成歯への応用が可能となるなら、それ

は革新的な夢の再生歯内療法となるにちがいない。 

 今回の講演では、revascularization の特徴とその意義、治療のポイン

ト、臨床的課題、病理学的考察、そして夢の治療法に繫がる可能性、に

ついて考察してみたい。 
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